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 さる 12 月 14-16 日、平成 17 年度地球研・研究
プロジェクト発表会が開催されました。毎年暮れ
の発表会では、地球研の研究プロジェクトが一堂
に会して各自の研究状況や今後の見通しを報告し、
討議を行います。今年もまた地球研の内外から 100
名以上の参加者を得て、各プロジェクトの研究経
過について、さらには地球研の研究理念について
活発な議論が交わされました。 
 秋道先生による生態史プロジェクトの報告は、2
日目午後に行われました。発表時間は 15 分。プロ
ジェクトで行われている多種多様の調査研究をカ
バーするには、若干時間が短かったかもしれませ
んが、各班報告をもとに作成された、30 枚におよ
ぶスライドを使ってのプレゼンは、気魄に満ちた
ものでした。発表要旨は以下の通りです。 
 生態史プロジェクトの関心の焦点は、相次ぐ外
的な影響のなかで、モンスーン・アジアの人びと
の多様な暮らしぶり、とりわけ環境との関わりが
どう変化してきたのか、という問題にある。当該
地域の生態史は、内発要因というべき、現地住民
による資源管理のありようと、国家やグローバル
経済といった外部要因という、2つの因子のもつれ
合いのなかにこそ求めねばならない。プロジェク
トでは、生業複合、資源管理、ならびに食と医と
いう 3つの位相において、両者の関数を整理する。
その際、とくに 1980 年代後半から 1990 年代にか
けての時代転換的な変化に注目する必要がある。
個々の事例研究を見ると、外部から押し寄せる急
激な変化の波が、地域ごとに異なる生態および文
化とのからみ合いのなかで、独自の形態をとって
現象しているさまが明らかになってきた。また、
食の嗜好や生活習慣といった文化の感性とその変
容が、人間の身体にどう刻まれているかという問
題についても、人類生態班による解明が進んでい
る。トップダウン型の資源管理の混乱、失敗がま
すます明らかになりつつあるなか、生態史を通し
て、コミュニティ・ベースの重要性を重ねて強調
したい。今後は、個々の調査研究を継続深化させ
る一方、2年後のプロジェクト終了を見据え、生態
年代記やプロキシ、RCC、FCC といった統合的枠組
みのなかに、個別成果をマッピングする作業を本
格化したい。 
 発表では具体的な研究成果として、焼畑休閑期
間の短縮や儀礼の衰退、水田開拓史、森林産物の
交易ルートの変化、水牛のコモディティ化、ナマ
ズと水草をめぐる生態史的変容、食文化と都市化
の問題、19 世紀雲南の村落基盤型資源管理の実態
などが報告されました。 
 その後の質疑応答は、予想通り（？）、全体成果
アジア・熱帯モンスーン地域における生態史モデルの構築 
A Trans-Disciplinary Study on the Regional Eco-History in Tropical Monsoon Asia : 1945-2005 
 
 
発行 
〒602-0878 
京都市上京区丸太町河原町西入る 
高島町 335 
総合地球環境学研究所内 研究室 5 
TEL：075-229-6179  
URL：http://www.chikyu.ac.jp/ecohistory/index.htm
生態史プロジェクトニュースレター 第 7 号 2006 年 1 月 20 日
 
本部活動報告 
生態史プロジェクト進捗報告＠地球研・研究プロジェクト発表会 
熱のこもった秋道先生の発表 
撮影：野中健一
質疑応答の様子 
撮影：野中健一
 2
の方向性をめぐるやりとりが中心になりました。
個別研究の広がりをどのような概念や枠組みで集
約していくか。これに対する回答として、秋道先
生は、エコ・クロニクルの編纂とボーダー・トレ
ードへの着目の必要性を強調されました。前者を、
人間の身体・社会と環境との関わりを編年的に解
明する枠組みとして、後者を、国・地域ごとの多
様性を具体的に対照させる軸として、それぞれが
統合へのカギとなるとお考えのようです。また、
ある先生からは、生態史の成果をもとに、この地
域の将来像に関わるオプションを積極的に提示し
ていくべきというご意見もありました。今後、成
果統合に向かうなかで、メンバー各自が真剣に受
け止めなければならない課題の一つといえるでし
ょう。 
 来る 2 月の全体会議では、今回受けた指摘を踏
まえ、プロジェクト全体としての成果をいかに打
ち出すべきかが重要な議題にあがると思います。
プロジェクト・メンバーの皆様の活発な意見交換
をお願いいたします。  
（総合地球環境学研究所 西本太） 
 母子保健・栄養ユニットでは、ラハナム地区に
おいて 2004 年度 8 月予備調査、11 月に 231 組の 5
歳未満の乳幼児と母親の栄養状態・離乳、食物摂
取状況調査を実施した。その結果、貧血（Hb＜11g/dl）
は、母親 24％、児 53％にみられた。また、BMI18.5
未満の母親は 13％であった。では、ラオスの人々
は、何を、どのくらい、どのように食べているの
か？ 
 自然環境の変化にともない、食物摂取の内容が
どのように変化していくのかを把握する場合（自
然の採取物から購入加工品への変化など）、あるい
は、食事の変化が健康転換や栄養転換などの身体
変化にどのような影響を及ぼすのか、食物摂取の
習慣が寄生虫などの感染の原因としてどのような
関与をしているのかを把握する場合にも、適切な
食事調査は必須である。しかし、驚いたことにこ
れまでラオスでは、きちんとした食事調査の報告
がない。実は、人が食べているものを、しかも習
慣的な摂取状況を把握するのはとても難しいので
ある。フィールドで食物摂取量を把握する方法に
は、食事記録法の他、24 時間思い出し法、食物摂
取頻度法などがある。特に、ゴールデンスタンダ
ードとされる、食事記録法（秤量法）は、対象者
自身でおこなうのが難しく、何日も記録すること
は困難である。 
 そこで、対象者や調査者に負担が少なくかつ、
ある程度の正確さで把握できる方法を探すことに
なる。我々は、2004 年度に乳幼児について、母親
による 24 時間思い出し法の妥当性を検討すること
にした（乳幼児の食物摂取頻度法は難しいので）。
その結果、幼児（2～4 歳児）の食物摂取量（秤量
法）は、エネルギー1200Kcal、たんぱく質 30g、鉄
6mg であり、24 時間思い出し法で把握した場合でも
平均値では、秤量法とほぼ一致していた。 
 2005 年度には、成人について簡便に食物摂取状
況を把握する方法として、食物摂取頻度法の開発
をおこなうことにした。食物摂取頻度調査法（FFQ
法）とは、日常的に食べられる食物のリストを示
し、1 ヶ月間の摂取頻度を回答してもらい、∑食品
の摂取頻度（1 日に換算）×１回量（○g）×栄養
成分（1g あたり）＝1 日あたりの栄養摂取量、で各
栄養素や食品群別摂取量を算出する方法である。 
 まず、①NIOPH スタッフと日本人研究者で 123 種
の食物のリストを作成し、FFQ 案を作成した。②村
で、同一対象者に FFQ と、3 日間の秤量法調査を同
人類生態班 母子保健・栄養ユニット 活動報告 
ラオスの人々は、何を、どのくらい、
どのように食べているのか？ 
秤量法のトレーニング FFQ のトレーニング 
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時におこない、FFQ の妥当性の検討をした。③FFQ
がラオスの人に可能なのかを確かめるため、約 10
日間あけて FFQ に 2 回回答してもらい、再現性を検
討した。対象者は 20 歳以上 40 歳以下の 113 人の対
象者をランダムに選択した。写真は、調査員 19 人
をレーニングしている様子である。トレーニング
には、丸 2 日以上かけ、調査員の調査能力をあげ、
一定にするようにした。FFQ 案の雨季の妥当性の結
果は、今年度中に出る予定である。 
 2006 年 2 月に、再度同じ調査をして、乾季での
妥当性を確認し、ラハナム地区の成人の FFQ 開発に
区切りをつけたいと考えている。付随して、ラオ
スにおける食事調査のための食物ガイドブック
（食物の写真と名称、栄養価をのせた本）を作成
する予定である。その後、異なる地域の集団につ
いての調査をして、環境の違いによる食事や栄養
状態の違いの比較検討をおこないたい。 
 食事調査法の開発、食物ガイドブックともに、
他の分野の研究と組み合わせたときに、この地域
の生態史がよりダイナミックに捉えられるのでは
ないかと考えている。 
（新潟医療福祉大学 村山伸子） 
  
 堅い蒲団のせいだろうか。調査のために村に入
ってからしばらくすると、猛烈に肩が凝ってきて、
立っていても痛い、座っていても痛い、何をして
いても痛いので大変に困った。おまけに、ときど
き「うっ。」とか「げっ。」とか「いてててて。」な
どなど、日本語？で不気味なうめき声を上げてし
まうものだから、周りの人にまで、いろいろな意
味で相当心配させてしまった。 
 そんな中、やはり一番心配してくれたのは、ホ
ームステイ先の家族で、「エアロビクスをすればき
っと直るよ。」とか、「朝のジョギングを試してみ
たら？」などと、やや無責任ながらも、いろいろ
なアドバイスをくれた。 
 残念ながら小さい頃から踊るのも走るのもあま
り得意な方ではない。「高床式家屋の床下で、日本
人が音楽を聴きながらのたうち回っている。」など
という妙なうわさを立てられるのには耐えられな
い。それなら痛む肩を我慢して、うめいている方
がまだマシだなどと、勝手な解釈をしてせっかく
のアドバイスをすべて聞き流していた。 
 何日かして、我慢してうめいている私を見るに
見かねたのだろう、ホームステイ先のお母さんか
ら「Payai 村のモーヤー（伝統医）のところ行くか
ら、一緒に行かない？」というお誘いが来た。 
 実はそれ以前から、モーヤーには少なからぬ縁
があった。昨年の冬、人をだましてお金を毟り取
る悪いモーヤーが正直者の実の娘に懲らしめられ
て改心するという内容のラオス語劇が日本で上演
される機会があり、縁あって、そのモーヤー役を
演じさせてもらっていたのだ。その劇中では、モ
ーヤーは怪しげな呪文を唱え、霊と会話し、人を
鞭打ち、酒を吹きかける、なんともいかがわしい
存在として描かれていた。だから、こんなのが今
でも本当にラオスにいるのだろうか、いるのなら
一度会ってみたいと、実はひそかに思っていた。 
これは絶好の機会だ。ぜひ本場のモーヤーを見て
みたい。そう思って、喜んで付いて行くことにし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
森林農業班 のげいとう便り６ 
モーヤーに会いたい 
Payai 村到着（Savannakhet 県） 
①皿に、ee tao と呼ばれる木の葉、ロウソク、
5000kip(約 60 円)を乗せ、神への供え物にする。 
②てのひらのつぼを押さえ、症状を診断する。 
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 帰り際、モーヤーの家の前には、あちこちの村
から訪ねてきた患者さん達が列をつくっていた。
私の演じたモーヤーとは少し違ったけれども、モ
ーヤーは、今でもこの地に息衝いていた。 
 ところで、彼の診断によると、私の肩凝りは、
腎臓炎と背中の神経痛によるものだとのこと。も
らってきた薬は、煎じて二週間ほど毎日のように
飲んでいたのだが、どうやら不信心な日本人には
効かないらしい・・・。 
（京都大学農学研究科 和田泰司） 
 
 ドンクァイ村の人は、村の周りの森・川・沼な
どの場所で、魚や野草などの日常食品を捕獲・採
取している。その空間にはまた、動植物ではない、
ひとつの重要な自然生産物が存在している。それ
は塩だ。乾季にマクヒョウ川の隣にある広い沼が
乾燥すると、その表面の土が塩を作る材料となる。
ドンクァイで生産した塩は「クァーター」と呼ば
れて、昔からその地域の重要な生産物となってい
る。（クァー＝塩、ター＝地面の塩辛い土） 
 その塩を作る場所は、雨季の時には大きな沼で
あって、乾季になると広場に変わる。それは「ボ
ー」と呼ばれている。いくつかのボーがあって、
それぞれの大きさは異なっている。 
 ドンクァイの塩生産は、乾季の、二月下旬ごろ
から約三ヶ月の間に行われている。道具は、大鍋
以外、近代的な物は一切使わない。労働力は、人
を雇わないで完全に家族のメンバーでやっている
し、投資もおこなっていない。 
 乾季になると、ドンクァイ村の人、主に女性達
が、村落から１～２キロ南側にある塩作り場に行
って、塩を作り始める。家から塩作り場まで持っ
ていく、道具以外のものとしては、米と「パーデ
ーク」（魚を塩と糠につけて発酵させたもの）が二
つの欠かせないものである。  
 毎日家に帰ってくる人もいるし、塩作り場で小
屋を建てて塩作りの季節が終わるまでそこで泊ま
る人もいる。僕がよく聞いたのは、ドンクァイ村
の人は一つの家族で家を三軒持っている、という
表現である。つまり、村にある家、田んぼにある
小屋とこの塩作り場にある小屋である。 
 塩作り場で塩を作っているときは、マクヒョウ
川で魚をとったり森でいろいろなものをとったり
して食べている。近所の村人も、「ボー」まで、主
に野菜、果物、タバコ、ジュースなどのさまざま
な食べ物を持ってきて、塩と物々交換している。 
 塩作り場はどこからどこまでが誰のものかを、
村人は皆知っている。それは祖先から伝わってき
た場所で、それぞれの個人の場所には田んぼや土
地のような所有権はない。なぜならば、「ボー」は
村の共有の場所として認められているからだ。も
し誰かが今年塩を作りたくなければ、その場所は、
そのまま置いておくか、または他の人に貸すかす
る。他の人に貸すことは「ソーン・カン」と呼ば
れていて、すべての道具も含めて貸すのである。 
 今の段階では、ドンクァイ村では現在何世代に
わたって塩を作ってきたかはまだ調べていないが、
塩をつくる人が年々減ってきたという傾向は明ら
かになった。 
③酒にまじないをかける。 
④体の悪いところに酒を吹きかける。 
⑤症状に応じた薬草を処方する。（薬代 10000kip～
20000kip） 
ズブズブ班フィールド便り 
ドンクァイにおける塩生産 
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 また、調査によると、１９７７年にマクヒョウ
川に「faai」（堰）が造られた時、塩作りの広場が部
分的に沼になったせいで、自らの塩作り場をもっ
と高いところまでに移さなければならなかった人
も何人かいる。けれど塩を作ることができる広場
は広いので、まだたくさん場所が残っている。 
 塩作り場では、塩を作るための小屋があって、
中に塩水を煮るための「タオ」（かまど）が置いて
ある。塩作りのやり方は、以下のようである。ま
ず塩を含んだ表面の土を取って、小屋の隣まで運
ぶ。「サーオ」という木で作った船の形の道具があ
って、下に小さい穴がある。「サーオ」の一番下に
乾燥した草を置いて、上にどんどん土を入れる。
水を入れて一晩置いておく。朝早く穴を開けると、
塩辛い水が出てくる。塩分濃度が十分かどうかの
テストを行ってから、その水を煮詰める。一日平
均して３０－４０キロの塩が生産できるという。  
    
 最近は、工場で作った塩を食べている家庭も増
えてきたが、ドンクァイの塩は「パーデーク」を
作るために欠かせないものと、このあたりの村人
はみな知っている。もし市場で売っている塩を使
うと魚の色が悪くなって、味もおいしくなくなる
のだという。 
 ドンクァイの村人にとって、塩作りの目的は、
自分たちで使うのを除くと、主に、塩を食べ物や
他の物と交換するためである。また、親戚を訪ね
ていくとき、必ず塩をみやげとして持っていく。
前述したように、塩の季節になると近所の村や遠
くにいる親戚が、野菜、果物、魚、米などのもの
を持って塩と交換しにくる。交換のレートは決ま
ってないが、米と交換するときには、大体米１の
重さに対して塩２の割合である。  
 昔は、塩を「キァン」（牛車）で運んで遠くまで
物々交換しにいったこともあった。目的とする村
に着くと親戚の家で泊めてもらって、塩との物々
交換は親戚に頼んでやってもらうというのが一般
のパターンである。長距離交換は「キァン」が消
滅したとともになくなった。具体的な例を上げる
と、５６歳の女性は「ドンカルム」という村まで
行って、塩をパーデックと交換して、ドンクァイ
に帰ってきた。そのパーデックを更に「サムケー」、
「ソーク」という村まで持っていって米と交換し
た。これは、交換は一個の村と村の間で行なわれ
るのでなく、もっと広い地域に交換ネットワーク
があるということを意味している。 
 
 ドンクァイで作られる塩は、単にわれわれが知
っているような市場の商品（goods）なのでなく、
もっと深い意味を持っている。もちろん塩を売る
こともあるが、塩を介して親戚や親しい人の間で
互いに chuaykan duay jay （心で助け合う）関係が非
常に重要なのである。それに、もし、ある年に食
べる米が不足したら、村人は塩を普通より大量に
作って米と交換する。塩はその昔からの物々交換
の代表であるとも言えるだろうし、塩作り場の「所
有」のしかたや物々交換について研究すれば、伝
統的な自然資源の交換ネットワークや自然資源の
認識のしかたを明らかにすることができるだろう。 
（名古屋大学大学院文学研究科 
     イサラー・ヤーナターン） 
 
  
 総合地球環境学研究所は、上賀茂の新施設に移転
することになっており、２月第３週が引越し期間
となっております。 
 すでにお知らせしていますように、これにとも
なって２月１１～１９日は出張・物品購入申請をはじ
めすべてのシステムが停止し、プロジェクトに関
する一切の業務が行なえなくなります。 
 皆様におかれましては、早めの手続きの完了な
ど、よろしくお取り計らいくださるよう、お願い
いたします。 
（京都大学大学院農学研究科 齋藤暖生） 
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３回目となる今年の全体会議は、以下の通り、岐阜羽島において行なわれます。 
★時と所 
日程 ： ２月２～３日 
     （２日 １３：３０開始、 ３日 １５：３０解散の予定 
会場 ： 岐阜羽島簡易保険保養センター（かんぽの宿） 
★交通手段と集合 
 
・鉄道を利用される方 
 新幹線「岐阜羽島駅」でお降り下さい。 
 （JR 在来線は停まりません） 
 隣接する名鉄羽島新線「新羽島駅」も
ご利用いただけます。 
 12:30～13:00 の間に送迎バスが出発す
る予定です。 
 （詳細な時間と場所は追って連絡があ
ります。） 
 
・自動車を利用される方 
 岐阜羽島 I.C.より 7km 
★周辺施設のご案内 足を伸ばせば、淡水魚水族館、歴史民族資料館を見学できます。 
岐阜県世界淡水魚園水族館 
「アクア・トト ぎふ」 
 
国内最大級の淡水魚専門水族館。メコンオオナマ
ズを飼育。 
URL:http://aquatotto.com/ 
羽島市歴史民俗資料館・映画資料館 
車で 15 分。輪中地帯の織物の町として栄えた羽島の歴史資料。 
URL: http://www.city.hashima.gifu.jp/kyouiku_bunka/siryoukan/shiryoukan/siryoukan_1.htm 
★宿泊施設問い合わせ 
岐阜羽島簡易保険保養センター 〒501-6323 岐阜県羽島市桑原町午南 1041 番地 
TEL ０５８−３９８−２６３１  FAX ０５８−３９８−２６２９
お千代保稲荷（平田町） 
 
車で 10 分。参道に川魚（ずぶずぶ）料理あり。 
